
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

犬飼　輝(いぬかい　てる)

エンジェルハィロゥ
モルフェウス

UGNチルドレンB

19

犠牲

安定した家庭

殺戮

殺傷

大学生

男

39

師匠

1
5
1
1

0
1
0
0

0
0
0
0

1
6
1
1

23
13
13
18
36

4 1
1

UGN 2

単体攻撃(100以下)
範囲選択攻撃(100以下)
単体攻撃(100以上)
範囲選択攻撃(100以上)

射撃
射撃
射撃
射撃

10r+2
10r+2
11r+2
11r+2

27
31
53
57

Dロイス+2+4+5+6 コスト10　同エンゲージ不可。
Dロイス+1+2+4+5+6 コスト13　同エンゲージ不可。
Dロイス+2+3+4+5+6 コスト14　同エンゲージ不可。
Dロイス+1+2+3+4+5+6 コスト17　同エンゲージ不可。

0 0

秘密兵器:フォールンガトリング
祖父母(母方)

玉野椿
風音光

憧憬
尊敬
信頼

悔悟
劣等感
不安

ウェポンケース

2 1

ワーディング

リザレクト

レーザーファン

コンセントレイト：エンジェルハイロゥ

マスヴィジョン

小さな塵

砂の加護

砂塵霊

光芒の疾走

折り畳み

天使の外套

★

0

2

2

3

1

3

3

1

1

1

-

1d10

3

2

4

2

3

3

1

オート

気絶時

MJ

MJ

MJ

MJ

OT

OT

MA

MJ

MJ

視界

-

武器

視界

視界

至近

至近

至近

シーン

自身

範囲選択

単体

単体

自身

自身

自身

自動

自動

対決

対決

対決

自動

自動

自動

自動

自動

-

↓100

100↑

リミット

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

1シナリオLv回。対象：範囲(選択)。同エンゲージ不可。

C-Lv(下限値7)

攻撃力+[Lv*5]。シナリオ3回。

攻撃力+[Lv*2]

ラウンド1回。判定ダイス+[Lv+1]個。

砂の加護と同時使用。攻撃力+[Lv*4]。

シーンLv回。戦闘移動を行える。離脱可。封鎖無視。

物品を紙状に折り畳み収納する。

自身に他の容姿を上書きする。知覚対抗。

「ごめんね。素顔は見せられないんだ。大きい傷があって見苦しいからね」
「FHに所属することが自分にとって楽な道だってわかってはいるんだけどね」

■償いのために生きる者
温和な口調。主体性はないが人当たりの良い性格。白紙の覆面。
それらが犬飼輝を構成する主な要素だ。
覚醒時に力を暴走させ、両親を殺害してしまってから、彼は正義のために戦い人々を救わなければならないという強迫観念に囚われている。
無辜の人々を救うこと。他者を徒に傷つけることなく生きること。それだけが両親を殺害した自分ができる唯一の償いだと信じているのだ。

●殺戮衝動
両親を殺害したときに感じた弱者を蹂躙し、傷つけることに対する快感。それが根強く心の中に残っている。
力を使うたびに大学の友人や街を歩く子供を傷つけたいという衝動に襲われる。
無辜の人々を傷つけず救うという意志と弱者を一方的に蹂躙したいという衝動の間で葛藤している姿を隠蔽するために、天使の外套で己の表情を偽っている。
オーヴァードに対しては天使の外套が看破されることを恐れ、覆面で己の表情を隠している。

●秘密兵器:フォールンガトリング
不特定多数の人間を傷つけたいという衝動。それがフォールンガトリングのEXレネゲイドとの相性が良かった。
適合者がいなかったフォールンガトリングは犬飼の精神性を気にいり、彼にのみ自身を使用することを許した。
犬飼が己の衝動を受け入れ、複数人を攻撃対象とした時にその真価を発揮する。
どす黒い衝動がその銃身を黒く染め上げ、光弾を放つのだ。
フォールンガトリングには僅かな自我が存在しており、犬飼に衝動を解放するように唆す。
犬飼自身も衝動を解き放ちたいと心の奥底で考えているが故に、フォールンガトリングを手放すことができないでいる。
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